乳幼児健診での腎エコースクリーニングの試み
こどもクリニックもりた　　　森田　潤，森田稔子（臨床検査技師）

目的：腎・尿路系異常の発生は他の先天奇形に比し高率であることが知られている。これらは自覚症状に乏しく急性発症まで気づかれないことが多い。任意で乳幼児健診を受けた全例に腎・尿路系の超音波スクリーニングを行い、腎疾患の早期発見を試みた。

対象と方法：2003年1月から2004年12月までの２年間に乳幼児健診を受けた３歳未満児のべ294名。腎エコー実施者は185名（男86名，女99名）、平均年齢12.5ヶ月。全例同一の臨床検査技師が行い、１人約10-15分の所要時間に腎臓の有無->大きさ->実質の異常->CEC (Central Echo Complex)の解離像->膀胱周辺の順に検査を行った。
結果；腎・尿路エコー検査にて７名の有所見者(3.5%)があった。３名は外来フォロー中に所見消失、検尿正常を確認しフォローを中止した。１名は中断。３名が飯塚病院泌尿器科に紹介となった。そのうち１名は精査にて正常と判明。２名が異常所見を有していた。これは全体の1.1%であった。
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考察：２年間での明らかな腎奇形の頻度は２例（1.1%）であった。この数字は、文献による“手術を必要とするような重篤な腎異常”である0.5–1.4%に近似していた。このスクリーニングが飯塚市の全出生児（年間650-700名）に行われると毎年６−７人が発見できることとなる。


今後の課題として１．腎エコー検査の手順と書式を統一し精度を向上させる。２．発見後の紹介基準と、その後の精密検査内容を泌尿器科と協議する。３．膀胱尿管逆流（VUR）のエコー診断の方法確立。特に小児腎不全の15-25%の原因となるVURの診断は重要である。エコーは排泄性膀胱尿道造影（VCUG）に比しVURの検出感度が劣り、軽度のVURで30-40%、重度で75-84%と言われている。スクリーニングに利用できる方法の開発は今後の課題である。

乳児の腎・尿路のエコー検査は、迅速かつ簡便に行うことができ、乳児健診に導入すれば確実に腎奇形の発見ができる方法である。今後、発見された児の長期フォローの体制と専門的な治療介入の方法確立が必要と思われた。
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